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上町台地マイルドＨＯＰＥゾーン事業

まちづくり提案事業　事業報告書
１　事業者名

	應典院寺町倶楽部


共同事業者名（あれば記入してください）

	大阪城南女子短期大学　パドマ幼稚園


２　事業のテーマ・タイトル
	多世代を結ぶ〈表現の学び者〉デザイン・プロジェクト～異界との遭遇～


※応募時につけたテーマ・タイトルを記入してください。

３　事業の時期と実施内容等

	時　　期
	実　施　内　容　等

	８月
	「キッズ・ミート・アーツ」のプログラムの実施・コモンズフェスタ企画委員会開催

	９月
	「キッズ・ミート・アーツ」の振り返りと、12月「寺子屋トーク」「コモンズフェスタ」の企画と広報打ち合わせ

	1０月
	「寺子屋トーク」「コモンズフェスタ」企画内容に関する企画委員会開催

	１１月
	「寺子屋トーク」「コモンズフェスタ」等の広報と周知

	１２月
	「寺子屋トーク」の開催・「コモンズフェスタ（前編）」多世代交流の場「自分感謝祭」の開催


※実施した事業を月ごとに記入してください。

４　事業の効果・今後の展望

	効　果
	古くより、生老病死のライフステージを見つめてきたお寺で、日常から逸脱した「非日常」ではなく、日常を見つめ直し、新たな社会を創りだすチカラを得るために、「異日常」の場に身を置くという創造的な環境を生むことで、自らの苦しみを共に見つめ、抱え込まないようにする、いわば「表現の学び舎」づくりに取り組みました。8月には広範な領域のアーティストと子どもたちが身体、音楽、絵画造形、言葉などの表現手段を使用した、数多くの体験学習のプログラムを行い200人を超える方たちにお越しいただきました。また、その場の運営に担った人々と共に企画を進め、自らの生き方とまちとの接点を探るためのトーク企画などを多角的に展開しました。その間にも、表現の「型」を探る各種の実践者に学ぶべく、コモンズフェスタ期間中には、「子どもと表現」を考える演劇ワークショップの機会を設けたり、多世代が子どもの貧困という問題を「子ども」中心の目線で「フードバンク」の活動を通じたまちづくり（プログラム名「日常ユートピアの建立」）を考えるような取り組みを行いました。それにより、上町台地を中心とするまちのネットワーク団体とより深くつながることができました。

	今後の

展　望
	来年度は子どもとアートの接点の営み（キッズ・ミート・アート）を、連続的・継続的に行えるようなワークショップを検討しております。具体的には、演劇という表現ワークショップ、手芸や工作のワークショップ等、子どもたちと表現の取り組みをさらに深めていきたいと思っております。


５　事業の総参加人数
	　　400　　　　名

（内訳：地区内から参加約350名・地区外から参加40　名・不明10　　名）

	その他、年齢別など詳しく内訳がわかれば記入してください。

（例：30代から40代が6割程度、など）

30代から40代＋子どもさん連れ　7割

50代～60代　2割



※「５　事業の総参加人数」は外部へは公表しません。

※「３　事業の時期と実施内容等」、「４　事業の効果・今後の展望」は、欄内に記入の上、これらを補足するようなパンフレット・チラシ・写真等があれば適宜添付してください。

【様式４】








